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半導体回路技術はたいへん便利なものです。わずかな電気エネルギーで大きな機械

システムを自動的に駆動することができます。

しかし，その弱点について正確に理解して，しっかりと対応しておかないと満足の

いく成果が得られません。

半導体回路の主な弱点は，ノイズと熱です。

特に，電気電子回路システムのノイズ対策は重要な技術です。各部分の電子回路に

ノイズ対策の設計を施し，さらに，回路全体をノイズに強い筐体で守らなければなり

ません。

そこで，本テキストでは，次のような手順でノイズについて学習を進めます。

第 1 週では，ノイズ発生源にはどのようなものがあるか，その伝達メカニズムがど

のようになっているかを学びます。

第 2 週では，電子部品をプリント基板上に実装するときに，どんな点に注意を払う

べきかの知識を得ます。

第 3 週では，ノイズに対して強い回路設計を行なうにはどうすればよいかを，アナ

ログ回路とデジタル回路を題材として具体的に学習します。

第 4 週では，マイコンシステムについて，ハードとソフトの両面からノイズ対策を

講じる際のノウハウを学びます。

以上，かなりボリュームのある内容ですが，それぞれ実践的な回路を挙げています

ので，楽しみながら学習をしていただければ幸いです。

学習のねらい
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【学習のポイント】

電子回路設計では，素子や部品が動作速度，周波数特性や温度

特性を持っていること，またその特性が同じ型名の素子や部品でも

個々にばらつきがあることをよく理解していなければなりません。

しかし，論理設計上はこれで十分であっても製品のさらされる外

的条件が十分考慮されていないと，外部からのノイズにより誤動作

することになります。このノイズの発生源，伝達の仕組みなどをあ

らかじめ知っていれば設計段階で対策が行えます。

今週はそのノイズの発生源の予測とその伝達メカニズム，ノイズ

の形態や性質，対策の基本について学習します。

ノイズ発生源

■ 第 1 週 ■
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第 1 分冊　ノイズ対策

1.1　ノイズ発生源とノイズ対策

「ノイズ」の定義は，「システムを正常に動作させるために必要な信号以外の信号す

べて」です。

ノイズには必ずその源（みなもと）があります。

その源をさぐり，対策することがトラブル対策の第一歩です。

ここでは，ノイズの発生源を把握し，できるだけノイズを発生させないように工夫

をするとともに，発生が避けられない場合はその程度を理解し，対策が立てやすいよ

うに分類・整理することを学習します。

1.1.1　ノイズ源とシステムヘの影響度

図 1.1 はノイズ源とシステムへの影響度を示した概念図です。

ノイズのシステムヘの影響の度合は，ノイズ源とシステムの距離と経路に大きく左

右されます。ノイズ源の強度がどんなに強くても，システムに入り込まなければその

影響はありません。
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ノイズ発生源　第 1 週

　半導体からのノイズ
・パワースイッチングノイズ
・スパイク電流ノイズ
・トランジスタ内部ノイズ
・アルファ線によるソフトエラー

抵抗ノイズ 特
性
を
悪
化
す
る
こ
と
が
あ
る

・ヒータ
・コンデンサ

・LED点灯ノイズ
・FL管点灯ノイズ
・放電灯ノイズ

表示器
からの
ノイズ

機械類
からの
ノイズ

ラッシュカ
レントノイズ

静電気

雷

・モータ
・ソレノイド
・リレー
・チャタリング
・イグニッションノイズ
・コネクタ接触
・高圧スパークノイズ

破
壊
す
る
こ
と
も
あ
る

ノ
イ
ズ
源
と
そ
の
強
さ

影響度

　
誤
動
作
す
る
こ
と
が
あ
る電波ノイズ・送信機

外
部
に
影
響
を
与
え
る
こ
と
が
あ
る

図1.1　ノイズ源とシステムへの影響度

ノイズにはその侵入のしかたによっては，システムを構成するデバイス（装置や半

導体，部品など）を破壊してしまうほど大きいもの（サージ）と，侵入によってシス

テムが正常に動作しない（誤動作につながる）ものと，システムは正常に動作するが

所定の仕様をそこねる（邪魔になる）ものがあります。

1.1.2　破壊につながるノイズ（サージ）

ノイズ（サージ：surge）によってシステムデバイスが破壊される場合があります。

自然界で発生するものには，雷サージと，静電気サージがあります。システム動作

時に発生するサージの多くは，大電力を使用する機械類から発生します。
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